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1 ) ICR 系生仔マウスの POAH をマキシモウ 2 長カバースリップ法にで常法により 36.5 0C で器官
培養した口移植片は司!享さ約 300 ~ 500μm の前額横断面から成る広さ約横 0.6mmX縦 0.8mmの大き
さである口吻側部よりセクション 1 から 4 に分けた。 1 )視床内íj野，ブローカの吋角帯を合也、。 2 ) 
前視床下部の吻側部。 3 )前視床下部の尾側部 4 )視床下部腹内側部。 64同ーの新生{子から 400 片を培
養した。培養した移植片を倒立顕微鏡ステージ上の生理実験用チ工ンパ内に置き，ニューロンを観察
しながらその放電頻度を細胞外誘導法で記録した。記録用ガラス微小電極は 3 M-NaCl を充填し抵抗
5 -25MQ のものを用いた。チェンパ内のメディウム (Ge y の塩類緩衝液 2ml) の温度調節はチェ
ンバを閉む温度モジュール内蔵の加温冷却装置により行った口温度変化速度は 3 ・C/分以下とし司 31
~3rc の温度範囲とした。
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2 )光学顕微鏡下の培養 POAH の形態。セクション 1 の移植片はミエリンを形成する。ニューロン
は直径1O~15μm のほぼ丸形をし司豊富な細胞内頼粒が核を密に囲んで、いる。セクション 2 ， 3 , 4 
では第三脳室の上衣細胞がー列にならんでいる。ミエリンはほとんど形成されない。ニューロンは直
径10~17μm の楕円形句細胞内頼粒は散在している。弓状核のニューロンは他に比し小形である。
3 )温度感受性ニューロンは第三脳室からタト側 150μm 以内及び弓状核には存在しなかった。 2 ケ
の温ニューロンが観察され各々， 7.5X17μm と 10X15μm の楕円形をぷしー細胞内頼粒は散在して
いた。光学顕微鏡下にむける温度非感受性ニユーロンとこれらのニューロンの形態学的差異は判明し
なかった。
4 )培養10~34 日の移植片76ケを生理実験に用いたの 54例のユニット活動を記録した。温感受性は
15例，冷感受性は 2 例，温度非感受性は37例であった。最大放電頻度は31~3TC の範囲で25インパル
ス/秒であった。 350C における放電頻度の分布は温度非感受性ユニソトの91% は 5 インパルス/秒以下
の低頻度放電をノjミした口一方 温ユニットでは 1 ~12インパルス/秒にわたって分布し又冷ユニット
は 2 インパルス/秒以下であった。
5 )培養 POAH から記録したニューロンの温度反応性は温感受性ー冷感受性の 2 つのタイプに分け
られる。これらの反応様式は生体内で報告されているのと同様で、あった。
6 )温ユニットの放電頻度が培養 H数に従い増減する傾向が認められた。即ちー培養18~29 日のニ
ユーロンからは 5 インパルス/秒 (350C) 以上の放電頻度で Ql0値も大きし'1 0 一方12~17 日日と 30~34
日日の培養ニューロンからは 5 インパルス/秒 (350C) 以下をノJミし Qlo11責も小さ Po 2 例の冷ユニット
は培養23 日と 26 円から得られた口 a方温度非感受性ユニ y 卜は培養卜l 数と放電頻度の聞に相関は認め
られなかった。
〔総括〕
新生仔マウスの POAH を器官培養し，光学顕微鏡下でニ 1 一口ンを観察しながら単・ユニ y ト放電
を記録した。培養10 日円から 34R 円の移植片を用いて記録されたユニットの放電頻度は350C では13 イ
ンパルス以下であったの 15例の温ユニット司 2 例の冷ユニソトー 37例の温度非感受性ユニソトが記録
されたの培養ニューロンで観察された温度感受性は生体内のそれと同様の反応様式をノJミしたの温ユニ
ットに於て培養18~30 円の移植片から得られたものは放電頻度の増加が認められ司冷ユニットは20R
H まで記録きれなかった。 2{列の温感受'陀ニューロンが光学顕微鏡下で同定され観察された。 POAH
ニューロンの温度感受性は培養系に於でもなわ維持されている事が明らかになった。
論文の審査結果の要旨
視床下部の温度感受性ニユーロンに関する研究は従来In VIVO で行われたが司本論文はこれをIn
vitro で試みた。新生仔マウスの視床ド告15組織を器官培養し視床下部以外からの入力をすべて遮断し
た組織片からニューロンを光学顕微鏡下で観察しながら司メデイウム温度に比例した放電頻度の増減
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を記録するごとに成功し，さらに温度感受性の生後発達についても観察したもので体温調節機構の解
明に貢献するところ大である。
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